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今
日
あ
る
こ
と
へ
の

感
謝
を
伝
え
る
式
年
造
替

春
日
大
社
で
は
、
一
年
三
六
五
日
、

二
千
二
百
回
以
上
の
お
祭
り
が

奉
仕
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
の
至
高
最
上
の
祭
典
奉
仕
が

「
式
年
造
替
」
で
す
。

昨
年
三
月
、
神
さ
ま
は
仮
殿
で
あ
る

「
移
殿
」
へ
一
時
お
遷
り
頂
き
、

御
本
殿
の
修
理
が
進
め
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
本
年
十
一
月
、

美
し
く
ご
修
繕
成
っ
た
御
本
殿
に

お
還
り
頂
き
ま
す
。

神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
の
創
建
以
来

一
千
二
百
年
に
わ
た
っ
て
、

御
殿
の
建
て
替
え
と
御
神
宝
の
新
調
が

二
十
年
に
一
度
、
繰
り
返
し

ご
奉
仕
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

造
り
替
え
、
ご
修
繕
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

神
さ
ま
の
お
住
ま
い
を
新
た
に
し
、

神
さ
ま
の
尊
さ
を
認
識
し
、
更
に
次
世
代
へ
と

ご
存
在
を
伝
え
継
ぐ
行
事
で
あ
る
と
共
に

人
造
り
の
叡
智
で
も
あ
り
ま
す
。

常
日
頃
の
お
恵
み
に
感
謝
し
、

真
心
を
つ
く
し
て
の
ご
奉
仕
を
行
い
、

そ
の
お
恵
み
を
あ
り
が
た
く
拝
し
、

た
だ
た
だ
感
謝
申
し
上
げ
る
。

こ
れ
が
神
々
へ
の
祈
り
・
御
造
替
の
原
点
で
す
。

第
六
十
次
式
年
造
替　

諸
儀
式

平
成
二
十
七
年

木こ

作づ
く
り

始は
じ
め

式し
き

・
・
・
・
・
・
・

三
月	

一
日

移う
つ
し
ど
の殿
御ご
し
ょ
う
ぞ
く

装
束
並
な
ら
び
に

清き
よ
は
ら
い祓
之の

儀ぎ

・・
・
・
二
十
五
日

六ろ
く
め
ん
し
ん
き
ょ
う

面
神
鏡
奉ほ
う
せ
ん遷
之の

儀ぎ

・・
・
・
・
・
二
十
六
日

外げ
せ
ん
ぐ
う

遷
宮
（
仮か
り
で
ん殿
遷せ
ん
ざ座
祭さ
い

）・・
・
二
十
七
日

御ぎ
ょ
け
い慶
之の

舞ぶ
が
く楽
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
十
八
日

※
平
成
二
十
七
年
の
諸
儀
式
は
滞
り
な
く
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年

本ほ
ん
で
ん
り
っ
ち
ゅ
う
じ
ょ
う
と
う
さ
い

殿
立
柱
上
棟
祭
・・
・
・
十
月・

二
十
八
日

立た
て
さ
か
き
し
き

榊
式
・・
・
・
・
・
・
・
・

十
一
月
・
一
日

神じ
ん
ぽ
う
け
ん
ち

宝
検
知
之の

儀ぎ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
日

御ご
て
ん
ほ
う
ま

殿
奉
磨
之の

儀ぎ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
日

御ご
じ
ん
ぽ
う
き
よ
は
ら
い

神
宝
清
祓
之の

儀ぎ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
日

殿で
ん
な
い
お
か
ざ
り

内
御
錺
之の

儀ぎ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
日

六ろ
く
め
ん
し
ん
き
ょ
う
ほ
う
げ

面
神
鏡
奉
下
之の

儀ぎ

・
・
・
・
・
・
・
・
四
日

御ご
て
ん
き
よ
は
ら
い

殿
清
祓
之の

儀ぎ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
日

具ぐ
そ
く
あ
ら
い

足
洗
之の

儀ぎ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
日

正し
ょ
う
せ
ん
ぐ
う

遷
宮
（
本ほ
ん
で
ん
せ
ん
ざ
さ
い

殿
遷
座
祭
）・・
・
・
・
六
日

奉ほ
う
べ
い
さ
い

幣
祭
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
日

後ご
え
ん
の
ぶ
が
く

宴
之
舞
楽
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
日

奉ほ
う
し
ゅ
く
さ
い

祝
祭
・
奉
祝
行
事
・
・
・
・
・
・
・
八
日
～

※
秘
儀
に
よ
り
拝
観
で
き
な
い
神
事
が
あ
り
ま
す
。

平成 27 年 3 月 27 日 外遷宮（仮殿遷座祭）
写真　松井良浩
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十
月
十
六
日（
日
）

万
葉
蹴
鞠

〈
奈
良
21
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

午
前
十
時
三
十
分
〜 

林
檎
の
庭

十
一
時
二
十
分
〜 

飛
火
野

皇
極
三
年
（
六
四
四
）、
飛
鳥
寺
で
中
大
兄

皇
子
が
蹴
鞠
に
興
じ
て
い
た
際
に
沓
が
脱

げ
、
そ
れ
を
中
臣
鎌
足
が
拾
っ
た
こ
と
で

二
人
は
出
会
い
、
大
化
の
改
新
へ
と
繋
が
っ

て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
21

世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
を
日
本
サ
ッ

カ
ー
の
起
源
と
考
え
、「
万
葉
蹴
鞠
」
と
し

て
推
察
復
元
し
、
そ
の
普
及
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
、
多
く
の
歌
の
テ
ー
マ
と
な
っ

た
御
蓋
山
西
麓
の
春
日
野
、
飛
火
野
。
日

本
の
歴
史
を
支
え
た
藤
原
氏
の
祖
神
を
祀

る
春
日
大
社
で
、
氏
祖
ゆ
か
り
の
蹴
鞠
を
、

第
六
十
次
式
年
造
替
奉
祝
行
事
と
し
て
奉

納
さ
れ
ま
す
。

十
月
一
日（
土
）～
十
一
月
二
十
七
日（
日
）

春
日
大
社
国
宝
殿 

新
装
開
館
記
念
展

春
日
大
社
の
国
宝

御
造
替
を
記
念
し
、宝
物
殿
を
増
改
築
、内
外
装
を
一
新
し
館
名
を
「
春

日
大
社
国
宝
殿
」
と
改
め
ま
し
た
。
国
宝
殿
は
、
王
朝
の
美
術
工
芸
、

日
本
を
代
表
す
る
甲
冑
や
刀
剣
な
ど
国

宝
三
五
二
点
、
重
要
文
化
財
九
七
一
点

を
中
心
と
す
る
名
宝
を
展
示
公
開
す
る

施
設
で
す
。

開
館
に
あ
た
り
王
朝
の
美
術
工
芸
、
日

本
を
代
表
す
る
甲
冑
や
刀
剣
な
ど
珠
玉

の
国
宝
・
重
要
文
化
財
約
五
十
点
を
厳

選
し
て
公
開
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
空

間
で
、
日
本
を
代
表
す
る
名
宝
の
魅
力

を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

十
月
六
日（
木
）～
二
十
三
日（
日
）

二
十
年
に
一
度
、
今
こ
の
と
き
か
ぎ
り

お
砂す

な

持も

ち
行
事

非
公
開 

国
宝
御
本
殿
特
別
拝
観

九
時
～
十
六
時
三
十
分

※
九
日
、
十
一
日
、
二
十
一
日
の
午
前
中
は
神
事
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

御
本
殿
の
修
理
が
完
了
し
神
様
が
お
還
り
に
な
る
ま
で
の
こ
の
間
、
本

殿
前
に
敷
き
詰
め
る
お
砂
を
運
ぶ
、
江
戸
時
代
以
来
の
行
事
で
す
。
一

位
橋
を
越
え
て
内
院
ま
で
お
入
り
に
な
り
、

美
し
く
な
っ
た
国
宝
御
本
殿
を
間
近
に
拝
観

で
き
る
の
は
、
二
十
年
に
一
度
の
こ
の
機
会

の
み
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
十
月
・
十
一
月

正し
ょ
う
せ
ん
ぐ
う

遷
宮 

奉
祝
行
事

正
遷
宮
の
前
後
に
行
わ
れ
る
奉
祝
行
事
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

二
十
年
に
一
度
の
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
参
り
下
さ
い
。

主
な
展
示
品
（
会
期
中
一
部
展
示
替
を
予
定
）

国
宝 

金
地
螺
鈿
毛
抜
形
太
刀		

（
平
安
時
代
）

国
宝 

蒔
絵
箏		

	

（
平
安
時
代
）

国
宝 

赤
糸
威
大
鎧
（
竹
虎
雀
餝
）	（
鎌
倉
時
代
）

◎ 

開
館
時
間	

十
時
～
十
七
時
（
入
館
十
六
時
半
迄
）

◎ 

入
館
料	

一
般
五
〇
〇
円
、
大
学
生
・
高
校
生
三
〇
〇
円

	

中
学
生
・
小
学
生
二
〇
〇
円

	

団
体
一
般
（
二
十
名
以
上
）
四
〇
〇
円

―
千
年
の
秘
宝
と

　

珠
玉
の
甲
冑
刀
剣
を
一
堂
に
―

◎ 

参
加
費　

二
、〇
〇
〇
円
（
記
念
品
付
）

	

※
事
前
予
約
不
要

写真　桑原英文

飛火野での競技風景
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十
一
月
七
日（
月
）

二
十
年
ぶ
り
に
絢
爛
豪
華
な

「
太
平
楽
」
を
奉
納

後ご
え
ん
の
ぶ
が
く

宴
之
舞
楽

第
一
部	

午
後
二
時
～
五
時

第
二
部	

午
後
四
時
三
十
分
～
七
時
三
十
分

（
入
替
制・事
前
解
説
時
間
含
む
）

林
檎
の
庭

奉
納
曲
目

第
一
部	

集し
ゅ
う
え
の
ら
ん
じ
ょ
う

会
乱
声
、
振え
ん
ぶ
さ
ん
せ
つ

鉾
三
節
、
萬ま
ん
ざ
い
ら
く

歳
楽
、

	

延え
ん
ぎ
ら
く
喜
楽
、
賀か
て
ん殿
、
地ち
き
ゅ
う久

第
二
部	

太た
い
へ
い
ら
く

平
楽
、
狛こ
ま
ぼ
こ桙
、
蘭
ら
ん
り
ょ
う
お
う

陵
王
、
納な

そ

り
曽
利
、

	

祝
儀
の
口
上
、
長
ち
ょ
う
げ
い
し
慶
子

本
殿
遷
座
祭
の
翌

日
に
古
式
に
則
り

奉
納
さ
れ
ま
す
。

舞
楽
は
、
朝
鮮
半

島
や
中
国
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
を
経
て

イ
ン
ド
な
ど
か
ら

伝
わ
っ
た
楽
舞

が
、
わ
が
国
で
集

成
・
昇
華
さ
れ
た
も
の
で
す
。
千
年
以
上

の
歴
史
を
重
ね
る
南
都
楽
所
に
よ
っ
て
奉

納
さ
れ
ま
す
。

鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
絵
巻
〈
春
日
権
現

験
記
〉に
も
描
か
れ
て
い
る「
萬
歳
楽
」、「
賀

殿
」、「
蘭
陵
王
」、
二
十
年
に
一
度
の
式
年

造
替
の
際
に
だ
け
舞
わ
れ
る
「
太
平
楽
」

な
ど
、
御
造
替
を
奉
祝
す
る
に
相
応
し
い

舞
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
十
一
日（
金
）

高
野
山
声し
ょ
う
み
ょ
う明

〈
真
言
声
明
の
会
〉

正
午
～ 

林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

「
声
明
」
は
、
仏
教
と
と
も
に
日
本
に
伝

わ
っ
た
無
伴
奏
の
宗
教
音
楽
で
す
。
中
世

以
降
、
伝
統
音
楽
界
へ
多
大
な
影
響
を
与

え
、
平
曲
や
謡
曲
、
浄
瑠
璃
な
ど
、
今
で

は
国
民
に
よ
く
知
ら
れ
る
伝
統
音
楽
の
基

礎
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
で

は
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
や
ク
ル
ア
ー
ン
な
ど
、

世
界
の
宗
教
音
楽
の
一
つ
と
し
て
大
き
く

脚
光
を
浴
び
、
宗
教
の
枠
組
み
を
超
え
て

共
演
す
る
な
ど
、
海
外
で
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

真
言
声
明
の
会
で
は
世
界
遺
産
・
高
野
山

に
伝
わ
る
南な

ん
ざ
ん
し
ん
り
ゅ
う

山
進
流
の
声
明
普
及
の
た
め
、

積
極
的
に
公
演
活
動
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

十
一
月
八
日（
火
） 

百
五
十
年
ぶ
り
に
金
春
流
・
金
剛
流
に

よ
る
「
弓
矢
立
合
」
が
実
現

奉
祝
式
能

午
後
二
時
～ 

林
檎
の
庭

奉
納
演
目

「
開か

い
こ
う口
」	

高
安 

勝
久

「
弓ゆ
み
や
の
た
ち
あ
い

矢
立
合
」	

金
剛 

永
謹
、
金
春 

憲
和
、

	

高
橋 

忍

「
三み
か
さ
ふ
う
り
ゅ
う

笠
風
流
」	

茂
山 

千
五
郎

仕
舞
「
難な
に
わ波
」	

櫻
間 

右
陣

「
鈴す
ず
の
だ
ん

之
段
」	

大
藏 

彌
右
衛
門

能
「
葛か
づ
ら
き城
」	

金
春 

安
明
、
金
春 

穂
高

狂
言
「
萩
は
ぎ
だ
い
み
ょ
う

大
名
」	

大
藏 

彌
太
郎

能
「
春か
す
が
り
ゅ
う
じ
ん

日
龍
神
」	

金
剛 

龍
謹

「
弓
矢
立
合
」
は
、
翁
の
小
書
で
三
人
の
太
夫
が
直
面

で
登
場
し
相
舞
を
舞
う
と
い
う
特
殊
な
演
出
。
毎
年

十
二
月
の
「
春
日
若
宮

お
ん
祭
」
の
際
に
奉
納

さ
れ
て
い
ま
す
。
春
日

大
社
で
は
本
来
は
三
座
、

も
し
く
は
二
座
の
立
合

で
し
た
が
、
明
治
以
降

は
金
春
流
の
み
の
奉
仕

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
金
剛
流
と
の
二

座
立
合
が
百
五
十
年
ぶ

り
に
古
式
に
則
り
実
現
し
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
高
僧

で
、
京
都
・
栂
尾
の
高
山
寺
を
創
建
し
た
明
恵
上
人
の

天
竺
渡
海
の
思
い
を
、
春
日
明
神
が
思
い
と
ど
ま
ら
せ

る
と
い
う
説
話
に
題
を
と
っ
た
「
春
日
龍
神
」、
奈
良
・

葛
城
の
山
中
を
舞
台
に
し
た
「
葛
城
」
な
ど
、
春
日

大
社
や
奈
良
ゆ
か
り
の
演
目
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
十
日（
木
）

大
蔵
流
の
五
家
す
べ
て
が
勢
揃
い

奉
祝
狂
言 

午
後
二
時
～ 

林
檎
の
庭

奉
納
演
目

「
蛭え

び
す
だ
い
こ
く

子
大
黒
」	

大
藏 

吉
次
郎
、
大
藏 

教
義

「
富ふ
じ
ま
つ

士
松
」	

山
本 

東
次
郎

「
素す
お
う
お
と
し

袍
落
」	

茂
山 

良
暢

「
腰こ
し
い
の
り祈」	

茂
山 

千
作

「
猿さ
る
む
こ聟
」	

善
竹 

隆
司
、
善
竹 

十
郎

春
日
大
社
と
も
縁
の
深
い
狂
言
大
蔵
流
の
五

家
が
勢
揃
い
し
て
の
奉
納
狂
言
。
大
藏
家
、
山

本
家
、
茂
山
忠
三
郎
家
、
茂
山
千
五
郎
家
、
善

竹
家
の
各
狂
言
師
に
よ
る
見
ご
た
え
あ
る
舞

台
が
陪
観
で
き
ま
す
。
能
・
狂
言
の
ふ
る
さ
と

で
も
あ
る
春
日
大
社
の
二
十
年
に
一
度
の
式

年
造
替
を
お
祝
い
し
て
、
め
で
た
く
賑
や
か
な

狂
言
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

◎ 

陪
観
料　

各
部
四
、五
〇
〇
円
（
税
込
・

記
念
品
付
）  

※
九
月
二
日
よ
り
奈
良
市

観
光
協
会
に
て
発
売
。
電
話
〇
七
四
二
―

二
七
―
八
八
六
六　

※
雨
天
時
は
幣
殿

「弓矢立合」（春日若宮御祭礼絵巻物）

太平楽

◎ 

陪
観
料　

四
、五
〇
〇
円
（
税
込
・
記
念

品
付
）
※
九
月
二
日
よ
り
奈
良
市
観
光
協

会
に
て
発
売
。
電
話
〇
七
四
二
―
二
七
―

八
八
六
六　

※
雨
天
時
は
奈
良
春
日
野
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
甍　

能
楽
ホ
ー
ル
（
会
場
の
変

更
は
前
日
午
後
三
時
に
決
定
）

◎ 

陪
観
料　

四
、五
〇
〇
円
（
税
込
・
記
念

品
付
）
※
九
月
二
日
よ
り
奈
良
市
観
光
協

会
に
て
発
売
。
電
話
〇
七
四
二
―
二
七
―

八
八
六
六　

※
雨
天
時
は
奈
良
春
日
野
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
甍　

能
楽
ホ
ー
ル
（
会
場
の
変

更
は
前
日
午
後
三
時
に
決
定
）
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十
一
月
十
二
日（
土
）

奈な

ら

ず

ひ

こ

良
豆
比
古
神
社

「
翁
お
き
な
ま
い舞
」
奉
納

〈
翁
舞
保
存
会
〉

 

午
前
十
時
～ 
林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

奈
良
市
北
端
、
京
都
府
と
の
県
境
近
く
の

奈
良
阪
町
に
鎮
座
す
る
旧
式
内
社
・
奈
良

豆
比
古
神
社
に
伝
わ
る
神
事
芸
能
「
翁
舞
」

の
奉
納
で
す
。
翁
舞
は
毎
年
十
月
八
日
の

宵
宮
祭
り
で
奉
納
さ
れ
、
古
儀
を
伝
え
る

貴
重
な
芸
能
と
し
て
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
春
日

大
社
の
神
事
芸
能
と
も
関
わ
り
が
あ
る
と

さ
れ
、
現
在
は
氏
子
を
中
心
と
し
た
翁
舞

保
存
会
に
よ
っ
て
研
鑽
・
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
春
日
大
社
で
の
奉
納
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

十
一
月
十
三
日（
日
）

黒
川
能 

奉
納
・
公
演

〈
黒
川
能　

下
座
〉

奉
納 

「
式
三
番
」	

午
前
十
時
～ 

林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

奉
祝
公
演

午
後
一
時
三
十
分
～

奈
良
春
日
野
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
甍

公
演
演
目

能	

「
野の
も
り守
」

狂
言	

「
末す
え
ひ
ろ広
」

能	

「
大た
い
へ
い
し
ょ
う
じ
ょ
う

瓶
猩
々
‐
乱み
だ
れ」

解
説	

増
田
正
造（
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
）

山
形
県
鶴
岡
市
櫛
引
地
区
の
春
日
神
社
の

神
事
芸
能
「
黒
川
能
」
が
初
め
て
奈
良
で

奉
納
・
公
演
さ
れ
ま
す
。
二
百
三
十
戸
あ

ま
り
の
氏
子
に
よ
っ
て
代
々
伝
え
ら
れ
て

き
た
黒
川
能
は
五
百
年
の
歴
史
を
有
し
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

午
前
中
に
林
檎

の
庭
で
「
式
三

番
」
の
奉
納
が
あ

り
、
午
後
か
ら
奉

祝
公
演
が
開
催

さ
れ
、
春
日
大

社
ゆ
か
り
の
能

「
野
守
」
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
十
三
日（
日
） 

皆み
な
し
ろ
ぎ
ょ
う
ざ
ん
り
ゅ
う

白
行
山
流

三み
か
じ
り

ヶ
尻
鹿し

し
お
ど
り踊 

奉
納

〈
岩
手
県
胆
沢
郡
金
ヶ
崎
町
三
ヶ
尻
〉

午
後
一
時
～ 

林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

鹿
踊
は
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
駿
河

国
府
中
の
人
・
飛
鳥
川
常
利
が
富
士
山
麓

で
鹿
の
群
れ
遊
ぶ
様
を
見
て
、
天
下
泰

平
の
為
、
諸
病
悪
魔
を
払
う
祈
り
と
解

し
、
舞
踊
化
し
た
と
い
い
ま
す
。
皆
白
行

山
流
六
代
目
師
匠
万
之
助
か
ら
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
田
中
屋
敷
卯
兵
衛
に
伝
授
さ

れ
、
三
ヶ
尻
村
日
吉
神
社
に
奉
納
し
、
三
ヶ

尻
鹿
踊
が
始
ま
り
ま
す
。

以
来
百
九
十
年
の
伝
統
を
誇
り
、
平
成

二
十
二
年
に
も
春
日
大
社
林
檎
の
庭
で
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

礼
舞
と
役
踊
り

鹿
踊
は
昔
か
ら
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る

と
さ
れ
、
礼
舞
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

先
庭　

先
に
庭
褒
め
、
入
り
込
み
、
屋
柄

褒
め
を
し
て
踊
り
に
入
り
ま
す
。
中
立
の

綴し
こ
ろの
舞
、
続
い
て
群
舞
と
な
り
廻
り
切
り
、

引
き
波は

で
終
わ

り
ま
す
。

後
庭　

入
り
込

み
、群
舞
で
の
舞
、

こ
こ
ま
で
は
先

庭
と
は
別
の
踊
り

で
廻
り
切
り
、
鹿

の
子
、
引
き
波
は

先
庭
と
同
形
の
舞

で
、
引
波
で
舞
納

め
と
な
り
ま
す
。

十
一
月
十
四
日（
月
） 

沖
縄登と

の
し
ろ

野
城 

能の
う
ば
や
し

囃
子
・

琉
球
舞
踊 

奉
納
、お
よ
び

大
倉
流
華
月
会

連
調 

奉
納

午
前
十
一
時
～ 

林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

奈
良
で
生
ま
れ

た
能
楽
は
、
十
七

世
紀
初
頭
に
南

は
遠
く
、
八
重
山

ま
で
伝
わ
り
大

和
文
化
と
し
て

脈
々
と
受
け
継

が
れ
、
十
八
世
紀

初
頭
に
は
琉
球

舞
踊
の
創
始
者　

玉
城
朝
薫
が
能

を
学
び
組
踊
を

完
成
さ
せ
ま
し

た
。
今
で
は
失
わ

れ
た
組
踊
出
囃

子
を
、
琉
球
の
伝

承
者
の
皆
様
の

参
加
に
よ
り
復

元
し
奉
納
さ
れ
ま
す
。

こ
の
度
の
奉
納
は
、
野
津
（
尚
）
圭
子
氏

の
ご
協
力
の
も
と
、
能
楽
小
鼓
方 

大
倉
源

次
郎
師
の
仲
立
ち
に
よ
り
実
現
す
る
も
の

で
、
大
倉
流
華
月
会
に
よ
る
連
調
も
奉
納

さ
れ
ま
す
。

◎ 

料
金　

八
、〇
〇
〇
円
（
税
込
・
全
席

指
定
）
※
九
月
二
日
よ
り
セ
ク
タ
ー
エ
イ

テ
ィ
エ
イ
ト
に
て
発
売
。
電
話
〇
六
―

六
三
五
三
―
八
九
八
八

大瓶猩々

登野城　能囃子琉球舞踊
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十
一
月
十
一
日（
金
）～
十
三
日（
日
）

御
本
殿
特
別
参
拝

無
料
開
放

午
後
一
時
よ
り

正
遷
宮
を
奉
祝
し
、
通
常
は
五
百
円
の
初

穂
料
で
お
入
り
い
た
だ
い
て
い
る
御
本
殿

特
別
参
拝
を
無
料
開
放
い
た
し
ま
す
。

一
千
基
の
釣
燈
籠
が
架
け
ら
れ
た
回
廊
を

お
歩
き
い
た
だ
き
、
中
門
の
前
か
ら
御
本

殿
に
お
還
り
に
な
っ
た
大
神
様
に
お
参
り

い
た
だ
け
ま
す
。

十
一
月
十
一
日（
金
）～
十
三
日（
日
）

奉
祝
万
燈
籠　
午
後
八
時
三
十
分
ま
で

夜
に
は
、
正
遷
宮
を
祝
い
、
境
内
三
千
基

の
石
燈
籠
と
釣
燈
籠
す
べ
て
に
浄
火
を
点

す
奉
祝
万
燈
籠
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
朱

塗
り
の
社
殿
が
暗
闇
に
浮
か
び
あ
が
り
、

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

ど
な
た
様
も
無
料
で
御
本
殿
そ
ば
の
中
門

前
で
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。

十
一
月
十
一
日（
金
）～
十
三
日（
日
）

奉
祝
マ
ル
シ
ェ

午
前
十
時
～
午
後
四
時

奈
良
公
園
登
大
路
園
地（
奈
良
県
庁
前
）

正
遷
宮
を
お
祝
い
し
て
、
奈
良
の
ご
当
地
グ
ル
メ
や
式
年
造
替
記
念
物

品
の
販
売
等
を
行
う
奉
祝
マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
十
一
日（
金
）～
十
三
日（
日
）

奉
祝
な
ら
燈
花
会

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

表
参
道
お
よ
び
飛
火
野

夏
の
奈
良
を
彩
る
「
な
ら
燈
花
会
」
が
、

正
遷
宮
を
祝
い
、
春
日
大
社
表
参
道
と
飛

火
野
で
、
三
日
間
特
別
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
十
一
日（
金
）～
十
三
日（
日
）

石
川
県
珠
洲
市

飯
田
春
日
神
社 

燈と

ろ籠
山や
ま
ひ曳
き

午
後
八
時
三
十
分
ま
で 

飛
火
野

石
川
県
珠
洲
市
飯
田
町
鎮
座
の
春
日
神
社
か
ら
、
高
さ
十
六
ｍ
あ
る

燈
籠
山
が
飛
火
野
に
や
っ

て
き
ま
す
。
毎
年
七
月

二
十
・
二
十
一
日
の
「
飯
田

の
燈
籠
山
ま
つ
り
」
で
市
内

を
曳
き
ま
わ
さ
れ
る
燈
籠
山

の
人
形
は
二
年
に
一
度
新
調

さ
れ
、
今
年
の
人
形
は
当
社

の
御
祭
神
で
も
あ
る
武
甕
槌

命
様
で
す
。

よ
ろ
こ
び
の
御
神
気
あ
ふ
れ
る

正
遷
宮
初
ま
い
り

十
一
月
十
一
日（
金
）～
十
三
日（
日
）

大
神
様
が
御
本
殿
に
お
還
り
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
の
週
末
で
あ
る
こ
の
三
日
間
、

午
後
一
時
か
ら
は
特
別
参
拝
が
無
料
で
開
放
、
夜
に
は
奉
祝
万
燈
籠
で
境
内
が
彩
ら
れ
、

ど
な
た
様
も
御
本
殿
前
ま
で
お
参
り
が
叶
い
ま
す
。

写真　桑原英文

写真　松井良浩 写真　松井良浩
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十
一
月
十
一
日（
金
） 

山
下
和
仁
ギ
タ
ー
奉
納

午
後
一
時
～ 

直
会
殿（
陪
観
無
料
）

長
崎
市
出
身

の
世
界
屈
指

の
ギ
タ
リ
ス

ト
、
山
下
和

仁
氏
に
よ
る

ギ
タ
ー
奉
納
。

十
五
歳
で
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
、
十
六
歳

で
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
パ
リ
国
際
の
世

界
三
大
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
い
ず
れ
も

史
上
最
年
少
優
勝
と
い
う
快
挙
を
な
し
遂

げ
、
七
十
八
タ
イ
ト
ル
に
及
ぶ
Ｌ
Ｐ
、
Ｃ
Ｄ

を
発
表
。
ウ
ィ
ー
ン
ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ラ
イ
ン

大
ホ
ー
ル
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
リ
ン
カ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
。
世
界
各
地
の

国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
の
雄
と
し
て
毎
年
招
待
さ
れ
、
世
界

的
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
他
ジ
ャ
ン
ル
の
ト
ッ
プ

ア
ー
チ
ス
ト
た
ち
と
も
共
演
。

ま
た
演
奏
活
動
の
傍
ら
、
雅
楽
お
よ
び
古
楽

の
調
査
・
研
究
を
か
さ
ね
、
そ
の
範
囲
は
、

大
仏
開
眼
式
の
昔
に
さ
か
の
ぼ
る
隣
国
・
遠

国
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
っ
て
、
韓
国
・
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
も
及
び
ま
す
。

長
崎
県
対
馬
の
悠
久
の
歴
史
と
雄
大
な
自

然
に
触
れ
、「
な
が
さ
き
音
楽
祭
」
を
経
て
、

現
在
「
旅
人
の
琴
（
万
葉
集
に
対
馬
の
桐
の

木
で
つ
く
っ
た
琴
の
歌
が
あ
る
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
Ｃ
Ｄ『
黎

明
期
の
日
本
ギ
タ
ー
曲
集
』
で
平
成
十
一
年

度
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
受
賞
。

十
一
月
十
一
日（
金
）

古
澤 

巌

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奉
納

 

午
後
七
時
～ 

直
会
殿（
陪
観
無
料
）

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
、
古
澤
巌
氏
は
、
昨
秋
、
奈
良
県

文
化
会
館
で
「
春
日
大
社
第
六
十
次
式
年

造
替
記
念
公
演　

ま
ほ
ろ
ば
の
出
会
い
」

に
東
儀
秀
樹
氏
、
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
氏
、
上
妻
宏

光
氏
ら
と
と
も
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
ご
縁
で
、
本
年
も
奉
祝
万
燈
籠

の
一
日
目
の
夜
、
直
会
殿
を
舞
台
に
奉
納

演
奏
い
た
だ
き
ま
す
。

古
澤 
巌
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
五
九
年
生
ま
れ
。
桐
朋
学
園
大
学
首

席
卒
、
カ
ー
チ
ス
音
楽
院
卒
。
モ
ー
ツ
ァ

ル
テ
ウ
ム
音
楽
院
に
二
年
滞
在
、
修
行
の

た
め
世
界
中
の
巨
匠
の
門
を
叩
く
。
日
本

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位
。
八
七
年
帰
国

後
、
大
学
一
年
の
葉
加
瀬
太
郎
等
と
バ
ン

ド
を
結
成
、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
創
り
を
始

め
現
在
に
至
る
。
最
新
ア
ル
バ
ム
は
ベ
ル

リ
ン
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
と
ベ
ル
リ
ン
録
音

を
含
む
「CA

N
T
A
T
A
!

」（H
A
T
S

）。
イ

タ
リ
ア
の
巨
匠
マ
リ
ー
ノ
が
、
古
澤
の
為

に
書
き
下
ろ
し
た
曲
集
が
美
し
い
。

十
一
月
十
二
日（
土
）

山
口
佳
惠
子
の
ゆ
か
り
あ
る

音
楽
人 

音
楽
奉
納

〈
グ
ル
ー
プ
み
ち
・
ト
ス
テ
ィ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
・
奈
良
市
国
際
音
楽
交
流
協
議
会
〉

午
後
七
時
～
・八
時
～ 

直
会
殿（
陪
観
無
料
）

青
少
年
の
夢
を
育
み
、ト
ス
テ
ィ
歌
曲
の
研
鑽・

普
及
に
努
め
て
い
る
奈
良
在
住
の
声
楽
家
・
山

口
佳
惠
子
氏
と
そ
の
門
下
生（
グ
ル
ー
プ
み
ち
）

を
中
心
に
、
日
伊
国
交
百
五
十
年
を
祝
し
て

ト
ス
テ
ィ
歌
曲
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
者
と
津
軽
三
味
線

の
み
な
さ
ま
に
よ
る
音
楽

奉
納
で
す
。
春
日
大
社
で

の
奉
納
は
、
平
成
七
年
に

は
じ
ま
り
、
平
成
十
五
年

か
ら
は
夏
の
万
燈
籠
に
欠

か
さ
ず
奉
納
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

十
一
月
十
三
日（
日
）

畑 

美
枝
子

ソ
プ
ラ
ノ
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト

午
後
七
時
三
十
分
〜 

直
会
殿（
陪
観
無
料
）

奉
祝
万
燈
籠
三
日
目
の
夜
に
は
、
畑
美
枝
子
氏

を
中
心
と
し
た
ソ
プ
ラ
ノ
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
同
氏
は
イ
タ
リ
ア
の
パ
ル
マ

国
立
音
楽
院
で
声
楽
を
学
び
、
三
十
年
の
イ
タ

リ
ア
生
活
中
は
、
欧
州
各
地
で
演
奏
会
を
開
催

さ
れ
、ま
た
声
楽
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

帰
国
後
は
、
伊
勢
神
宮
、
上
賀
茂
神
社
、
下

鴨
神
社
の
式
年
遷
宮
奉

納
コ
ン
サ
ー
ト
、
八
坂
神

社
、
春
日
大
社
、
住
吉

大
社
で
の
奉
納
コ
ン
サ
ー

ト
等
に
ご
出
演
さ
れ
て

い
ま
す
。

十
一
月
十
一
日（
金
）～
十
三
日（
日
）

漢か
ん
ご國
神
社
韓
園
講

夜
神
楽
奉
納

〈
漢
國
神
社
・
豊
来
家
玉
之
助
・
桃
俣
獅

子
舞
保
存
会
・
大
升
獅
子
神
楽
団
〉

午
後
七
時
～ 

二
之
鳥
居
東 

祓
戸
神
社
前（
陪
観
無
料
）

奉
祝
万
燈
籠

の
三
日
間
、
祓

戸
神
社
前
で

は
、
漢
國
神

社
韓
園
講
の

皆
様
に
よ
り
、

夜
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
平
成
二
十
六

年
の
獅
子
舞
奉
納
に
は
じ
ま
り
、
毎
年
二

月
の
「
な
ら
瑠
璃
絵
」、
昨
年
十
月
の
檜
皮
・

お
砂
奉
納
千
人
行
列
な
ど
多
く
の
機
会
に

奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

漢
國
神
社
韓
園
講
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

太
神
楽
曲
芸
師
豊
来
家
玉
之
助
が
漢
國
神

社
に
獅
子
舞
奉
納
を
始
め
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
八
年
後
に
講
が
結
成
さ
れ
る
。
穢

れ
を
祓
う
鈴
、
邪
気
を
祓
う
剣
、
商
売
繁

盛
家
庭
円
満
を
願
う
舞
、
曲
芸
や
予
芸
の

お
ち
ょ
け
、
五
穀
豊
穣
を
願
う
地
固
、
祭

り
の
終
わ
り
を
告
げ
る
鎮
め
な
ど
総
演
目

は
二
十
を
超
え
る
。

こ
の
講
に
含
ま
れ
る
桃
俣
獅
子
舞
は
、
奈

良
県
御
杖
村
桃
俣
地
区
の
春
日
神
社
に
伝

わ
る
神
事
芸
能
で
あ
る
が
、
過
疎
化
と
高

齢
化
が
進
み
、
獅
子
舞
を
舞
え
な
く
な
っ

た
為
、「
奈
良
の
獅
子
舞
を
奈
良
の
人
の
手

で
守
っ
て
も
ら
う
」
為
に
、
漢
國
神
社
に

毎
年
招
待
さ
れ
る
。

桃俣春日神社獅子舞
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十
一
月
十
五
日（
火
）

表
千
家 

献
茶
式午

前
中 

幣
殿

利
休
が
わ
び
茶
を
大
成
し
て
後
、
二
代
目

を
少
庵
が
、
利
休
の
孫
に
当
た
る
宗
旦
が

そ
の
後
を
継
ぎ
三
代
目
と
な
り
ま
し
た
。

宗
旦
の
子
の
う
ち
三
人
が
各
々
、
表
千
家
、

裏
千
家
、
武
者
小
路
千
家
の
三
千
家
の
始

祖
と
な
り
、
現
在
ま
で
そ
の
茶
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
時
代
に
即
し
た
茶
の
湯
を
も
展

開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

表
千
家
は
利
休
か
ら
数
え
て
三
代
目
宗
旦
を

そ
の
三
男
、
江
岑
宗
左
が
継
ぎ
、
表
千
家
家

元
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
十
四
代
目
而
妙
斎

宗
左
家
元
が
茶
を
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
茶
は
華
美
な
も
の
や
派
手
な
も
の
、

余
計
な
も
の
を
削
ぎ
落
と
し
た
簡
素
簡
略

な
精
神
性
の
わ
び
茶
の
伝
統
を
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

春
日
大
社
に
於
き
ま

し
て
は
、
毎
年
五
月

十
日
に
行
わ
れ
る
献

茶
祭
で
三
千
家
輪
番

に
て
ご
奉
仕
に
な
ら

れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
十
七
日（
木
）

裏
千
家 

献
茶
式午

前
中 

幣
殿

裏
千
家
は
利
休

か
ら
数
え
て
三

代
目
宗
旦
を
、

そ
の
四
男
で
あ

る
仙
叟
宗
室
が

継
ぎ
、
裏
千
家

家
元
と
な
り
ま

し
た
。
現
在

十
六
代
目
坐
忘

斎
宗
室
家
元
が

茶
を
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
休
の
茶
の
伝
統
を
守
る
と
と
も
に
、
明

治
期
以
降
は
女
学
校
教
育
の
中
に
茶
道
を

取
り
入
れ
る
な
ど
さ
れ
、
ま
た
、
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
の
万
国
博
覧
会
に
あ
わ

せ
、十
一
代
玄
々
斎
に
よ
り
、外
国
の
方
々

を
も
て
な
す
た
め
椅
子
に
座
っ
て
行
う
立

礼
式
を
も
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
様
に
時
代
に
合
わ
せ
た
国
内
外
に

於
け
る
精
力
的
な
茶
道
普
及
活
動
に
よ

り
、
茶
道
界
全
体
の
振
興
に
寄
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

十
一
月
十
九
日（
土
） 

遠
州
流 

献
茶
式

午
後 

中
門
御
廊

流
祖
小
堀
遠
州
は
茶

道
指
南
役
と
し
て
徳

川
将
軍
家
に
仕
え

た
、
江
戸
初
期
を
代

表
す
る
茶
人
に
し
て

大
名
で
す
。

茶
の
特
徴
を
「
綺
麗

さ
び
」
と
称
し
、
わ

び
茶
に
美
し
さ
や
華
を
融
合
さ
せ
た
品
格
あ

る
茶
と
い
わ
れ
ま
す
。
建
築
家
と
し
て
も
名

を
残
し
て
お
り
、
綺
麗
さ
び
の
美
を
表
現
し

た
明
る
く
開
放
感
の
あ
る
茶
室
や
庭
も
現
存

し
て
い
ま
す
。

現
在
十
三
世
宗
実
家
元
が
茶
を
継
承
さ
れ
て

お
り
、
春
日
大
社
で
は
三
年
に
一
度
、
献
茶

さ
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
七
日（
日
）

上
田
宗そ
う
こ箇
流 

献
茶
式

午
前
中 

幣
殿

流
祖
で
あ
る
上
田
宗
箇
は
豊
臣
秀
吉
ら
に

仕
え
た
武
将
で
、
千
利
休
、
古
田
織
部
に

師
事
。
そ
の
茶
は
、
わ
び
た
茶
と
も
華
や

か
な
茶
と
も
異
な
る
武
将
ら
し
い
も
の
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

武
家
茶
の
作
法
の
特
徴
と
し
て
よ
く
挙
げ

ら
れ
る
袱
紗
を
右
に
付
け
る
の
は
、
左
に

は
刀
を
差
し
て
い
た
名
残
と
い
わ
れ
、
柄

杓
の
扱
い
方
も
独
特
で
馬
上
で
の
動
作
の

名
残
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
作
法
も

凛
と
し
て
い
て
、
男
性
は
男
性
ら
し
い
、

女
性
は
女
性
ら
し
い
作
法
と
い
わ
れ
ま
す
。

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）、
紀
州
よ
り
浅
野

長
晟
に
従
い
広
島
入
り
し
、
家
老
と
な
り

ま
し
た
。

現
在
十
六
代
目
宗
冏
家
元
が
茶
を
継
承
、

今
な
お
広
島
を
中
心
に
広
く
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
、
上
田
宗
箇
流

と
し
て
は
、
春
日
大

社
で
の
初
め
て
の
献

茶
式
の
奉
仕
と
な
り

ま
す
。

十
一
月
二
十
九
日（
火
） 

煎
茶 

小
川
流 

献
茶
式

午
前
十
一
時
～ 

幣
殿

毎
年
十
一
月
に
春
日
大
社
で
行
わ
れ
る
大
和

茶
献
茶
講
社
の
収
穫
感
謝
祭
に
御
奉
仕
を
頂

い
て
い
る
小
川
流
煎
茶
は
江
戸
時
代
後
期
に

京
都
の
小
川
可
進
（
一
七
八
六
～
一
八
五
五
）

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

医
師
で
も
あ
っ
た
可
進
は
、
強
い
関
心
を
実

ら
せ
て
煎
茶
家
に
転
身
。
茶
の
真
味
に
基
づ

き
な
が
ら
、
医
師
の
経
験
を
生
か
し
て
衛
生

的
か
つ
合
理
的
な
独
自
の
煎
茶
法
を
編
み
出

し
、
日
本
の
茶
葉
に
適
し
た
煎
法
や
茶
器
を

も
創
案
し
て
古
く
か
ら
あ
っ
た
煎
茶
の
世
界

を
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
煎
法
は
い
た
ず

ら
に
形
式
に
こ
だ
わ

る
も
の
で
は
な
く
、

茶
の
本
来
の
真
味
を

引
き
出
す
た
め
の
必

然
的
な
手
順
の
積
み

重
ね
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

奉
祝
献
茶
式

正
遷
宮
奉
祝
行
事
と
し
て
、
表
千
家
、
裏
千
家
、
遠
州
流
、
上
田
宗
箇
流
、

煎
茶
小
川
流
の
五
流
派
に
よ
る
茶
道
献
茶
式
が
、
十
一
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

六
十
回
目
と
な
る
御
造
替
の
歴
史
で
今
回
が
初
め
て
の
事
で
す
。

（
武
者
小
路
千
家
は
、
本
年
五
月
十
日
の
献
茶
祭
を
、
御
造
替
奉
祝
と
し
て
ご
奉
仕
頂
き
ま
し
た
。）
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十
一
月
二
十
日（
日
） 

小
笠
原
流

流や
ぶ
さ
め

鏑
馬 
奉
納

午
後
一
時
～

参
道 

一
之
鳥
居
か
ら
御
旅
所
前（
陪
観
無
料
）

小
笠
原
家

は
、
鎌
倉
時

代
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け

て
、
歴
代
将

軍
に
礼
法
・

弓
術
・
弓
馬

術
（
流
鏑
馬

な
ど
馬
上
で

弓
を
引
く
）

を
指
南
し
て
き
た
家
で
、
現
在
、
三
十
一
世
小

笠
原
清
忠
氏
が
家
督
を
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
間
、
一
子
相
伝
、
男
子
直
系
に
て
流
儀
の

継
承
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
ご
奉
納
い
た
だ
く
小
笠
原
家
の
流
鏑

馬
は
、
一
一
八
七
年
に
源
頼
朝
公
の
命
に
よ
り

初
代
小
笠
原
長
清
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
式
法

と
、
江
戸
時
代
に
八
代
将
軍
吉
宗
公
の
命
に
よ

り
二
十
代
小
笠
原
常
春
に
よ
り
考
案
さ
れ
た

式
法
で
す
。

流
鏑
馬
に
は
矢
を
拾
う
、
的
を
か
え
る
、
記
録

を
す
る
な
ど
様
々
な
諸
役
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
動
き
に
は
定
め
が
あ
り
ま
す
。
勇
壮
な
儀
式

で
あ
り
な
が
ら
、
礼
法
に
則
っ
た
厳
粛
な
る
儀

式
で
す
の
で
、射
手
だ
け
で
な
く
諸
役
の
動
き
、

装
束
な
ど
総
合
的
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

十
一
月
二
十
日（
日
）

大
和
高
原

神
事
芸
能 

奉
納

正
午
～ 

林
檎
の
庭

奈
良
県
東
部
の
大
和
高
原
は
、
古
く
か
ら

春
日
大
社
と
つ
な
が
り
が
深
く
、
な
か
で
も

神か
ん
べ
し
か
ん
ご
う

戸
四
ヶ
郷
（
旧
神
領
）
と
い
わ
れ
る
奈
良
市

柳
生
地
区
と
そ
の
周
辺
、
そ
し
て
山
辺
郡
山
添

村
に
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
貴
重
な
神
事
芸

能
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
毎
年
十
二

月
十
七
日
に
行
わ
れ
る
春
日
若
宮
お
ん
祭
で
も

「
松
の
下
・
民
俗
芸
能
特
別
公
開
」
と
し
て
奉

納
い
た
だ
く
な
ど
、
今
で
も
春
日
大
社
と
密
接

な
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
第
六
十
次
式
年
造
替
を
奉
祝
し
、

大
和
高
原
の
貴
重
な
神
事
芸
能
の
数
々
を
ご

奉
納
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
奉
納
行
事
に
は
、
奈
良
民
俗
文
化
研
究
所

の
鹿
谷
勲
先
生
、
奈
良
市
文
化
財
課
の
岩
坂

七
雄
先
生
に
解
説
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

奉
納
団
体
（
予
定
）

　

・
柳
生
の
神
事
芸
能
（
奈
良
市
）

　

・
大
柳
生
の
太
鼓
踊
り
（
奈
良
市
）

　

・
山
添
の
お
か
げ
踊
り
（
山
添
村
）

　

・
阪
原
の
神
事
芸
能
（
奈
良
市
）

　

・
邑
地
の
神
事
芸
能
（
奈
良
市
）

　

・
狭
川
の
神
事
芸
能
（
奈
良
市
）

　

・
田
原
の
祭
文
踊
り
（
奈
良
市
）

　

・
北
野
の
神
事
芸
能
（
山
添
村
）

　

・
峰
寺
の
神
事
芸
能
（
山
添
村
）

　

・
桐
山
の
神
事
芸
能
（
山
添
村
）

　

・
室
津
の
神
事
芸
能
（
山
添
村
）　　

ほ
か

十
一
月
二
十
日（
日
）

田で
ん
が
く楽
・
細せ
い
の
お男 

奉
納

 

午
後
三
時
頃
～ 

林
檎
の
庭

田
楽

田
楽
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
神
に
五
穀
豊
穣
を

祈
る
楽
で
あ
る
と
か
、
農
民
を
慰
労
す
る
た
め

に
演
じ
た
所
作
で
あ
る
と
か
、
田
舞
か
ら
出
た

も
の
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。
春
日
田
楽
は
、
お

ん
祭
が
行
わ
れ
た
当
初
か
ら
奉
納
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
阿
弥
が
十
二
才
の
と
き
、
お
ん
祭
前
日

の
装
束
賜
り
の
能
に
田
楽
の
喜
阿
弥
が
尉
を
演

じ
る
の
を
わ
ざ
わ
ざ
見
に
行
っ
て
感
服
し
た
と

「
申
楽
談
義
」
に
の
べ
て
い
ま
す
。

細
男

細
男
の
起
源
は
、
神
功
皇
后
の
故
事
に
ち
な
む

も
の
で
、
八
幡
神
系
の
芸
能
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

白
い
浄
衣
を
着
け
た
六
人
の
舞
人
が
白
い
布
を

目
の
下
に
垂
ら
し
、
う
ち
二
人
が
小
鼓
を
胸
か

ら
下
げ
、
二
人
は
素
手
、
あ
と
の
二
人
は
笛
の

役
。
小
鼓
を
打
ち
、
袖
で
顔
を
覆
い
な
が
ら
進

み
、
ま
た
退
き
し
て
拝
舞
す
る
素
朴
な
も
の
で

す
が
、
独
特
の
雰
囲
気
を
か
も
し
出
す
実
に
神

秘
的
な
舞
で
、
わ
が
国
芸
能
史
の
う
え
で
も
他

に
遺
例
の
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

十
一
月
二
十
日（
日
）

上
横
須
賀
春
日
神
社〈
愛
知
県
西
尾
市
〉

親
子
獅
子
舞 

奉
納

　
午
前
十
一
時
～ 

林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

雄
獅
子
と
雌
獅
子
が
出
会
い
、
子
供
が
生

ま
れ
、
成
長
し
て
い
く
姿
を
親
獅
子
は
喜

び
舞
う
。
町
内
の
家
族

が
皆
平
和
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
子
供
が
親
の

愛
に
育
ま
れ
て
元
気
に

成
長
す
る
こ
と
を
願

い
、
こ
の
親
子
獅
子
舞

を
舞
い
ま
す
。

お
ん
祭
へ
の
招
待

春
日
若
宮
お
ん
祭
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
様
々
な
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
る
「
お
ん
祭
へ
の
招
待
」。
本
年
は
正
遷
宮
を
奉
祝
し
、
大
和
高
原
の
民
俗
芸
能
が
一

堂
に
会
し
、
林
檎
の
庭
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
い
て
、
お
ん
祭
の
御
旅
所
祭
で
毎
年

奉
納
さ
れ
る
「
田
楽
」「
細
男
」
も
奉
納
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
二
十
日 

正
午
～

◎ 

「
お
ん
祭
へ
の
招
待
」
参
加
費 

一
、

〇
〇
〇
円
（
税
込
） 

※
事
前
申
込
制　

※
参

加
ご
希
望
の
方
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
春
日
大
社
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
込
下
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
四
二
―
二
七

―
二
一
一
四
） 

※
当
選
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
連

絡
。
当
日
の
受
付
は
感
謝
共
生
の
館
、
十
一

時
三
十
分
か
ら

大柳生の太鼓踊り

邑地の神事芸能

田楽

細男
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十
一
月
二
十
一
日（
月
） 

金
澤 

翔
子
氏

席
上
揮
毫
奉
納

午
後
二
時
～ 
林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

現
在
三
十
一
歳
の
翔
子
さ
ん
は
昭
和
六
十
年

東
京
都
目
黒
区
生
ま
れ
。
五
歳
か
ら
お
母
様

に
師
事
さ
れ
書
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

ダ
ウ
ン
症
と
い
う
知
的
障
害
が
あ
り
な
が
ら
、

二
十
歳
の
時
の
初
個
展
以
降
毎
年
多
く
の
個

展
を
開
か
れ
る
他
、
大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」

の
題
字
や
、
国
体
開
会
式
の
揮
毫
な
ど
活
動

は
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
神
仏
に
崇
敬
の

心
の
深
い
翔
子
さ
ん
は
、
鎌
倉
建
長
寺
や
京

都
建
仁
寺
、
奈
良
東
大
寺
な
ど
の
お
寺
、
熊

野
大
社
、
厳
島
神
社
、
伊
勢
神
宮
な
ど
の
神

社
で
揮
毫
・
奉
納
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
日
大
社
に
は
、
翔
子
さ
ん
を
書
の
世
界
に

導
い
て
く
れ
た
祖
父
母
様
御
奉
納
の
石
燈
籠

が
あ
り
、
今
年
一
月
、
燈
籠
を
探
し
て
、
翔

子
さ
ん
と
お
母
様
が
春
日
大
社
を
訪
ね
ら
れ

ま
し
た
。
探
し
当
て
た
燈
籠
に
手
を
お
い
て

祖
父
母
様
、
燈
籠
を
仲
介
し
て
く
だ
さ
っ
た

お
父
様
に
語
り
か
け
る
翔
子
さ
ん
の
姿
は
と

て
も
感
動
的
で
し
た
。

正
遷
宮
の
お
祝
い
に
翔
子
さ
ん
が
春
日
の
御

神
前
で
揮
毫
を
さ
れ
る
こ
と
を
祖
父
母
様
お

父
様
も
き
っ
と
お
喜
び
で
し
ょ
う
。

十
一
月
二
十
三
日（
水
・
祝
） 

奈
良
女
子
大
学
「
飛
ひ
ち
ょ
う
か
い

鳥
会
」 

筝
曲
奉
納

午
後
三
時
～ 

直
会
殿（
陪
観
無
料
）

飛
鳥
会
は
、
お
箏
や
三
絃
を

演
奏
す
る
部
活
動
で
、
現

在
四
十
名
で
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
五
月
に
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、
十
月
に
定
期
演

奏
会
を
、
奈
良
女
子
大
学

講
堂
に
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
宮
城
道
雄

作
曲
の
古
曲
、
リ
ズ
ム
の
良

い
現
代
曲
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

映
画
音
楽
な
ど
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
奉

納
演
奏
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
二
十
三
日（
水
・
祝
） 

奈
良
市
音お

ん
じ
ょ
う
か
ん

声
館 
音
楽
奉
納

午
後
四
時
～ 

林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

奈
良
市
音
声
館
は
、
無
形
文
化
遺
産
で
あ
る

『
わ
ら
べ
う
た
』
を
奈
良
か
ら
世
界
へ
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
六
年
に
奈
良
市
が
設

立
。
管
理
・
運
営
は
一
般
財
団
法
人
奈
良
市
総

合
財
団
が
行
っ
て
い
ま
す
。

『
わ
ら
べ
う
た
教
室
』
で
は
、
一
歳
か
ら
九
十

歳
代
ま
で
が
『
わ
ら
べ
う
た
』
を
通
し
て
奈

良
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
・
奈

良
へ
の
関
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。『
子
ど
も

邦
楽
教
室
』
で
は
、
箏
・
尺
八・
三
味
線
の

基
礎
を
学
び
、
日
本
古
来
か
ら
伝
わ
る
文
化

の
奥
深
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
、『
楽

し
く
！
コ
ー
ラ
ス
』、
劇
団
『
良
弁
杉
』、『
子

ど
も
お
茶
教
室
』
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。

十
一
月
二
十
四
日（
木
）・二
十
五
日（
金
） 

奉
祝
落
語
会

午
後
二
時
開
演（
午
後
一
時
三
十
分
開
場
）

感
謝
・
共
生
の
館

出
演

柳
亭
市
馬
、
桂
米
二
、
桂
米
紫
、

桂
春
蝶
、
桂
紋
四
郎
（
演
目
日
替
わ
り
）

春
日
大
社
で
初
め
て
落
語
の
奉
祝
公
演
が
開
催
。

東
西
落
語
界
の
今
を
と
き
め
く
噺
家
に
よ
る
二

日
間
の
落
語
会
で
す
。江
戸
落
語
の
第
一
人
者
、

柳
亭
市
馬
師
や
上
方
落
語
界
の
精
鋭
に
よ
り
、

両
日
異
な
る
演
目
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
す
。

十
一
月
二
十
五
日（
金
）

浪な
に
わ速
神
楽
・
久く
め
ま
い
米
舞 

奉
納

〈
一
般
社
団
法
人 

雅う
た
ま
い
の
つ
か
さ

楽
寮 

日
本
雅
友
会
〉

正
午
～ 

林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

「
雅
楽
寮 

日
本
雅
友
会
」
は

昭
和
三
十
四
年
、
民
間
雅

楽
普
及
・
育
成
を
目
的
に
元

宮
内
庁
楽
師
の
指
導
の
も

と
に
活
動
を
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
現
宮
内
庁
式
部
職
楽
部

が
継
承
す
る
正
統
雅
楽
並
び

に
、
歌
や
舞
を
神
様
に
奉
納

し
て
御
心
を
和
ま
せ
る
神
事

と
し
て
京
阪
神
で
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た

浪
速
神
楽
の
研
究
等
を
通
じ
、
児
童
や
青
少
年

の
健
全
な
育
成
、
日
本
文
化
の
継
承
と
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
続
け
て
お
ら

れ
ま
す
。
今
回
は
、
浪
速
神
楽
、
久
米
舞
が
奉

納
さ
れ
ま
す
。

浪
速
神
楽 

演
目

鉾
剣
の
舞　

鉾
の
舞
と
剣
の
舞
を
組
み
合
わ
せ

た
舞
。

大
山
幸　

山
幸
彦
神
話
に
基
づ
く
神
楽
で
、
巫

女
が
弓
矢
と
鳥
籠
を
持
っ
て
四
方
を
め
ぐ
り
、

途
中
で
鳥
を
放
ち
矢
を
射
ま
す
。

吾
妻
胡
蝶　

な
に
わ
神
楽
の
名
曲
の
一
つ
で
、

舞
人
は
、
蝶
が
遊
び
戯
れ
て
い
る
よ
う
に
金
銀

の
扇
を
巧
み
に
廻
し
な
が
ら
舞
い
ま
す
。

早
神
楽　

字
の
如
く
テ
ン
ポ
の
速
い
曲
で
、
巫

女
が
鈴
を
振
り
な
が
ら
繰
り
返
し
舞
い
ま
す
。

久
米
舞

舞
楽
が
大
陸
か
ら
伝
わ
る
以
前
よ
り
日
本
で
舞

わ
れ
て
き
た
舞
は
、
国
く
に
ぶ
り
の
う
た
ま
い

風
歌
舞
と
呼
ば
れ
、
久

米
舞
も
そ
の
一
つ
で
す
。
器
楽
曲
で
は
な
く
、

久
米
歌
と
い
う
歌
に
合
わ
せ
て
舞
い
ま
す
。
歌

は
古
く
、
神
武
天
皇
の
大
和
国
征
伐
を
祝
っ
て

従
者
の
久
米
部
の
者
た
ち
が
歌
っ
た
と
さ
れ
、

大
和
言
葉
の
歌
詞
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
も

登
場
し
ま
す
。

◎ 

料
金　

各
日
四
、八
〇
〇
円
（
全
席
指

定
・
税
込
／
記
念
品
付
）
※
九
月
二
日
（
金
）

か
ら
、
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
に
て
販
売

申
込
み
・
問
合
せ
先 

セ
ク
タ
ー
エ
イ

テ
ィ
エ
イ
ト
（
電
話
〇
六
―
六
三
五
三
―

八
九
八
八
）

落
語
奉
納
「
鹿
政
談
」 　
桂
米
二
師

十
一
月
二
十
四
日
（
木
）
午
後
一
時
～

林
檎
の
庭

春
日
大
社
で
初
め
て
の
落
語
奉
納
、
し
か

も
春
日
大
社
ゆ
か
り
の
「
鹿
政
談
」
が
桂

米
二
師
に
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
す
。
本
公
演

チ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
優
先
的
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
座
席
に
限
り

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

桂米二

桂春蝶

柳亭市馬

桂米紫
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十
一
月
二
十
五
日（
金
） 

出
羽
三
山
神
社

和や
ま
と
ま
い舞

・
神
楽 

奉
納

午
前
十
時
～ 
林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

春
日
大
社
の
「
和
舞
」「
神
楽
」
を
今
日
に
伝

え
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ
た
方
に
、
冨と
み
た
み
つ
よ
し

田
光
美

と
妻・静
子
（
志
津
）
と
い
う
先
人
が
い
ま
す
。

冨
田
家
は
春
日
大
社
の
社
家
で
、
光
美
は

十
三
代
目
の
当
主
と
し
て
幕
末
よ
り
明
治
に

か
け
て
活
躍
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
和
舞
の

復
興
で
し
た
。
和
舞
は
延
喜
年
中
よ
り
祭
祀

舞
と
し
て
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
が
、
応
仁
の
乱

の
影
響
を
受
け
途
絶
え
て
い
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
も
冨
田
家
で
は
一
子
相
伝
で

伝
承
さ
れ
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
後

桜
町
天
皇
御
即
位
の
翌
十
三
年
、
大
嘗
会
の

御
再
興
と
共
に
和
舞
も
再
興
、
そ
の
折
、
冨

田
家
よ
り
宮
中
楽
人
へ
和
舞
が
伝
授
さ
れ
ま

し
た
。

春
日
大
社
の
巫
女
神
楽
（
社
伝
神
楽
）
は
平
安
朝

よ
り
伝
承
さ
れ
、舞
人
を
八や
お
と
め
乙
女
と
呼
び
ま
し
た
。

八
乙
女
の
最
古
の
記
録
は
延
喜
二
十
年
（
九
二
〇
）

宇
多
法
皇
御
幸
の
砌
、
国
司
で
あ
っ
た
藤
ふ
じ
わ
ら
た
だ
ふ
さ

原
忠
房

が
詠
ん
だ
「
め
づ
ら
し
き
け
ふ
の
春
日
の
八
乙
女

を
神
も
う
れ
し
と
偲
ば
ざ
ら
め
や
」
で
す
。

明
治
初
期
以
降
こ
れ
ら
の
和
舞
・
神
楽
は
光
美

夫
妻
に
よ
り
、
伊
勢
の
神
宮
を
は
じ
め
、
出
羽

三
山
神
社
・
金
刀
比
羅
宮
・

北
野
天
満
宮
・
住
吉
大
社

な
ど
全
国
の
神
社
に
広
く

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
式
年
造
替
を
奉
祝

し
、
出
羽
三
山
神
社
に
伝

え
ら
れ
た
和
舞
・
神
楽
が

春
日
大
社
で
奉
納
さ
れ
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日（
土
） 

柳
生
新
陰
流
兵
法

宝
蔵
院
流
槍
術 

奉
納

午
前
十
時
～ 

林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

柳
生
新
陰
流
兵
法

新
陰
流
流
祖
、
上
泉
伊

勢
守
信
綱
よ
り
柳
生
石

舟
斎
宗
厳
が
一
国
一
人

印
可
状
を
授
か
り
創
ま

り
ま
し
た
。
七
人
の
尾

張
藩
藩
主
と
十
四
人
の
尾
張
柳
生
家
当
主
に
よ

り
伝
え
ら
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。
な
お
、
遠
祖

は
春
日
社
の
社
人
で
も
あ
り
、
石
舟
斎
は
お
ん

祭
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
心
身
と
も
に
「
無

形
の
位
」
を
本
体
と
し
千
変
万
化
す
る
相
手
を

明
ら
か
に
観
て
、
そ
の
働
き
に
従
っ
て
無
理
な

く
転
変
し
て
勝
つ「
活
人
剣
」を
特
徴
と
し
ま
す
。

宝
蔵
院
流
槍
術

流
祖
・
胤
栄
（
一
五
二
一
―
一
六
〇
七
）

は
興
福
寺
の
僧
。
武
芸
を
好
み
、
槍
の
修

練
に
努
め
、
つ
い
に
鎌
槍
を
工
夫
し
、
宝

蔵
院
流
槍
術
を
創
め
ま
し
た
。

宝
蔵
院
流
槍
術
の
槍
は
、
通
常
の
真
直
ぐ
な

素す
や
り槍
に
対
し
、
鎌
槍
と
称
す
る
十
文
字
形
の
穂

先
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
宝
蔵
院
流
鎌
槍

は
攻
撃
と
防
御
に
優
れ
た
画
期
的
な
武
器
で
全

国
を
風
靡
し
、
日
本
を
代
表
す
る
最
大
の
槍
術

流
派
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

両
流
祖
が
上
泉
伊
勢
守
信
綱
師
の
兄
弟
弟
子
で

あ
り
、
興
福
寺
・
春
日
社
に
ご
縁
の
両
流
の
春

日
大
社
に
お

け
る
演
武
は

特
に
意
義
深

い
奉
納
と
な

り
ま
す
。

十
一
月
二
十
五
日（
金
）・二
十
六
日（
土
）

奉
祝
バ
ル
　
正
午
～

御
造
替
を
祝
い
、
Ｊ

Ｒ
奈
良
駅
お
よ
び

近
鉄
奈
良
駅
周
辺

の
飲
食
店
等
を
お

得
に
回
る
こ
と
が

で
き
る
奉
祝
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

振
舞
い
酒
や
記
念

品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
の
企
画
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
六
日（
土
） 

奈
良
こ
ど
も
伝
統
文
化
協
会

芸
能
奉
納

午
後
三
時
～ 

林
檎
の
庭（
陪
観
無
料
）

奈
良
県
内

で
活
動
す

る
「
伝
統

文
化
こ
ど

も
教
室
」

の
交
流
と

発
表
の
機
会
を
設
け
、
参
加
す
る
こ
ど
も

達
の
成
長
と
と
も
に
、
多
く
の
人
々
が
伝

統
文
化
に
触
れ
て
関
心
や
理
解
を
深
め
、

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
尊
敬
す
る
心
が
育
ま

れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

参
加
団
体
は
県
内
で
、
こ
ど
も
達
に
伝
統

文
化
を
継
承
す
る
団
体
で
、
和
太
鼓
・
詩
舞
・

能
・
狂
言
・
八
雲
琴
・
筝
曲
・
尺
八
・
装

道
和
装
・
日
本
舞
踊
・
琉
球
舞
踊
・
大
正
琴
・

茶
道
・
華
道
等
が
あ
り
ま
す
。

十
一
月
二
十
六
日（
土
）・二
十
七
日（
日
）

奉
祝
稚ち

ご児
行
列

 

午
後
一
時
～
四
時

飛
火
野
→
表
参
道
→
幣
殿
→
御
本
殿

若
い
世
代
に
御
造
替
を
伝
え
る
行
事
と
し

て
、
正
遷
宮
を
祝
う
稚
児
行
列
を
開
催
し

ま
す
。
子
供
た
ち
が
古
式
ゆ
か
し
き
稚
児

衣
装
を
ま
と
い
、
神
職
の
前
導
の
も
と
、

飛
火
野
か
ら
参
道
を
上
り
、
御
本
殿
に
お

参
り
い
た
だ
き
ま
す
。

◎ 

参
加
費　

六
、〇
〇
〇
円
（
貸
衣
装
代

込
、
記
念
品
付
）

◎ 

参
加
対
象　

満
三
歳
～
小
学
三
年

※
お
子
様
一
名
に
つ
き
、
保
護
者
一
名
の

付
添
が
必
要
（
和
装
ま
た
は
ス
ー
ツ
）

※
雨
天
中
止
（
前
日
午
後
五
時
ま
で
に
決

定
）
中
止
の
場
合
で
も
、
貸
衣
装
代
二
、

〇
〇
〇
円
は
返
金
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
下
さ
い
。
※
申
し
込
み
、
参
加
条
件

の
問
い
合
せ
は
奈
良
市
観
光
協
会
へ
（
電

話
〇
七
四
二
‐
二
七
‐
八
八
六
六
）



御本社（回廊内）のご案内
N

【開門時間】
夏期（4月～9月）／午前6時～午後6時
冬期（10月～3月）／午前6時30分～午後5時
※諸行事の際は変更

【交通アクセス】
近鉄奈良駅、JR奈良駅から奈良交通バスで
●春日大社本殿行「春日大社本殿」下車すぐ。
●市内循環（外回り）「春日大社表参道」下車、徒歩約10分。
※季節によりバスの運行や時間が変更になりますのでご確認下さい

境 内のご案内N

春日大社のご案内
N

春日大社春日大社

一
之
鳥
居

一
之
鳥
居

春
日
大
社
本
殿 御

蓋
山

み
か
さ
や
ま

萬
葉
植
物
園

奈
良
市
写
真
美
術
館

新
薬
師
寺

東
大
寺

興
福
寺

奈良教育大市立奈良病院↓天王寺

三条通
近鉄奈良線

←大阪
　難波

奈良公園

春日大社表参道

↑京都

大
和
路
線

近
鉄
奈
良
駅

猿
沢
池

県
庁

も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街

東
向
商
店
街

や
す
ら
ぎ
の
道

高天

高
畑

福
智
院
北

県
庁
東 大仏殿

J
R
奈
良
駅

奈
良
県
立
美
術
館

奈
良
国
立
博
物
館

奈良春日野
国際フォーラム 甍～I・RA・KA～

11月正遷宮期間中は大変混雑が予想されます。公共交通機関をご利用下さい。

奈良県奈良市春日野町160　TEL. 0742-22-7788　FAX. 0742-27-2114
ht tp : / /www.kasugata isha.or . jp春日大社

奈良春日野
国際フォーラム甍

万燈籠／写真　松井良浩


